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第6次長期経営計画の概要
金融業界は、内外ともに厳しい経済環境に加え、高水準の倒産件数の継続による不良債権の増加、さら

に株価の下落による減損処理負担により、厳しい決算を強いられています。

地域の取引先を支援し地域経済の発展に寄与するという地域金融機関の役割を十分に果たしていくため

には、収益力を強化し自己資本を確実に積み上げることが最重要のテーマとなっています。

当行は「地域に貢献するリレーションシップバンク」を確実に実現していくために、全役員、職員の英

知を結集して果敢に挑戦します。

基本方針 （1）収益力の強化

調達・運用構造の改善による資金収益の拡大並

びに手数料収入の増強に全力で取り組むととも

に、店舗の統廃合並びに人員の削減と賃金の引下

げによる人件費の圧縮、営業経費の削減等、経営

の合理化を強力に推進します。

（2）営業戦略

これからも「役に立つ」「信頼される」コミュニテ

ィーバンクとしてお客さまの信頼を確保するとと

もに、地域金融機関として地域経済の発展に寄与

すべく、地域に密着した営業を強力に推進します。

（3）業務の効率化

1,600名体制の中で、円滑に業務が遂行でき

るよう、業務全般について抜本的な見直しを加え、

徹底した事務の合理化、機械化による業務の効率

化を推進します。

（4）人員計画

激動する金融環境に機敏に対応することのでき

る、効率的で収益性の高い銀行を目指し、人員効

率の向上を図るため、パート人員（パート2名を正

行員1名として換算）を含めて2006年3月末

1,600名体制の実現を目指しています。

（5）店舗計画

1,600名体制においても、一層効率的な営業

推進が行えるよう店舗配置等について見直しを加

え、営業力が低下しないための店舗戦略を講じて

いきます。

（6）経営の安全性と業務の適切性の確保

増大する各種リスクに対する管理を徹底すると

ともに、一層の金融サービスの充実・強化を図る

ことにより、経営の安全性を確保していきます。

また、法令遵守に向けた体制の整備、チェック

体制の強化を図り、銀行の公共的使命、社会的責

任を自覚し、適切な業務運営に努めます。
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